
 
 
 
 
 
 
  

 

  

 
  

 
 

 令和７年度の実践推進校および連携園を中心に、昨年度に実践された取組をまとめました。その中から、「架け橋

プログラムの手引き」等では紹介されていない８事例を厳選し、京都市教育委員会のホームページに掲載いたしまし

た。（上記の QR コード参照） 
 

【スタートカリキュラムの好事例】 

〇なかよしタイム・わくわくタイム・のんびりタイム 
 １年生が小学校生活へスムーズに移行できるよう、３つの時間を設定して 

取り組んでいます。特に「わくわくタイム」では、「行ってみたい！」 

「あれは何だろう？」といった子どもたちの疑問を解決する時間として工 

夫されています。 

【子ども同士の交流の好事例】 ～就学前施設の視点から～ 

〇砂場でマグマ大噴火！！ ～１年生と一緒に砂場で遊んだよ～ 
園の砂場を学びの場とし、５歳児と１年生の交流を実施しました。 

前日まで５歳児が楽しんでいた「マグマ遊び」を再現し、そこに１年生が加わる 

形で活動を展開。事前の打合せにおいて、幼小の教員が互いの思いに耳を傾け理 

解を深めたことで、子どもたちが主体的に遊び、学ぶ姿が見られた事例です。 

   
【大人同士の取組の好事例】  

〇交流の園外保育の事前研修（下見）の中で 
  現地下見を兼ねた事前打ち合わせを、１年生担任、育成学級 

担任、幼稚園・保育園５歳児担任が集まり、行いました。 

 それぞれの立場で意見を出し合い、交流のねらいや援助のポイ 

ントを共通理解しました。交流本番は、どうなったのでしょうか。 
   

   

 
〇入学直後の安心感を高めるスタートカリキュラムの工夫 
 ・「あさのじゅんび」と生活科「いちねんせいが はじまるよ」 

〇就学前施設との連携による学びの充実 
 ・国語科「ずうっと、ずっと、大すきだよ」 

〇幼小の教員（大人）同士の対話や研修による連携強化 
 ・幼小合同研修会 

〇５歳児と１年生の交流活動の実践（遊び・年間交流など） 
 ・１年間を通した交流 

 ・生活科「ふゆと ともだち」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

～幼保小の子どもの学びと育ちをつなぐ～ 第１９号 

令和８年７月発行 

京都市教育委員会 学校指導課 

幼保小の架け橋プログラム担当 

TEL:075-222-3746 

好事例をホームページに追加！ 
～ 就学前施設の視点から、子ども同士の交流を考えた事例も掲載 ～ 

気になっていた池を探検中！ 

１年生はやっぱりすごい

園庭に比べて広いな！ 

「さんぽ」の歌は知ってるよ！ 

場所はどこがい

いかな？ 
こっちの方が

広いからこっ

ちにする？ 

安全面は

どう？ 

広さはここだけど、

虫がたくさんいる

のはあっち？ 

こっちの方が

歩くと落ち葉

のカサカサ踏

む音がして面

白いかも！ 

活用しましょう!! 京都市「架け橋期のカリキュラム」例（Word 版） 
～教育委員会ホームページに掲載！ 各校園の実態に応じて編集・活用できます!!～ 

 手引きの P.26～29 に掲載している『京都市「架け橋期のカリキュラム」』について、多くの校園 

から「自校ブロックでカリキュラムを作成する際の参考として、Word 版が欲しい」とのご要望をい 

ただいていました。このたび、教育委員会ホームページに、編集可能な Word 版のカリキュラムを 

掲載いたしました。各校園において「架け橋期のカリキュラム」を作成・見直しする際の参考資料として、 

ぜひご活用ください。 

 

その他の好事例 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

。 架
け
橋
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
視
点
の
一
つ
と
し
て 

 

「
園
で
の
合
理
的
配
慮
を
つ
な
ぐ
実
践
」
（
５
歳
児
Ａ
君
） 

 

あ
る
園
の
卒
園
式
の
お
け
い
こ
を
見
ま
し
た
。
支
援
の
必
要

な
Ａ
君
。
椅
子
の
上
に
先
生
が
作
っ
て
く
れ
た
青
い
箱
の
座
布

団
に
座
り
、
落
ち
着
い
て
い
ま
す
。
立
派
に
証
書
も
も
ら
い
、

歌
を
歌
う
時
に
は
、
歌
詞
に
合
わ
せ
た
ペ
ー
プ
サ
ー
ト
を
揺
ら

し
な
が
ら
、
み
ん
な
と
一
緒
に
並
ん
で
い
ま
し
た
。
「
こ
ん
な

に
大
き
く
な
っ
た
ん
だ
」
と
嬉
し
く
な
り
、
涙
が
出
ま
し
た
。 

 

運
動
会
の
頃
は
、
み
ん
な
と
一
緒
は
難
し
く
、
走
る
の
が
好

き
な
の
で
踊
り
の
演
目
の
時
も
旗
を
持
た
せ
て
も
ら
っ
て
、
み

ん
な
の
周
り
を
走
っ
て
い
ま
し
た
。
先
生
に
聞
く
と
、
「
字
は

読
め
る
け
ど
、
言
葉
が
出
な
い
。
私
た
ち
は
、
Ａ
君
の
気
持
ち

が
知
り
た
か
っ
た
の
で
す
」
と
お
っ
し
ゃ
ら
れ
、
感
情
を
表
し

た
カ
ー
ド
や
、
五
十
音
の
書
い
た
紙
、
場
所
の
写
真
な
ど
を
用

意
さ
れ
、
行
き
た
い
場
所
を
選
ん
だ
り
、
「
い
・
や
・
や
」
と

気
持
ち
を
文
字
を
押
さ
え
る
こ
と
で
表
し
た
り
し
て
い
た
よ
う

で
す
。
そ
う
い
え
ば
、
１
年
生
と
の
交
流
時
も
先
生
が
椅
子
を

Ａ
君
が
青
い
座
布
団
を
持
参
し
て
、
落
ち
着
い 

て
参
加
し
て
い
ま
し
た
。
そ
し
て
、
た
く
さ
ん 

の
「
Ａ
君
セ
ッ
ト
」
と
共
に
入
学
。
学
校
の
先 

生
も
も
ら
っ
て
く
だ
さ
り
、
今
も
ぺ
ち
ゃ
ん
こ 

に
な
り
つ
つ
あ
る
青
い
座
布
団
に
座
っ
て
い
る 

よ
う
で
す
。
園 

で
育
っ
た
安
心 

感
グ
ッ
ズ
が
役 

立
っ
て
い
ま
す
。 

 

中
西 

昌
子
（
な
か
に
し 

し
ょ
う
こ
） 
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市
立
小
学
校
教
諭
、
幼
稚
園
教
諭
・
教
頭
、 

 
 

竹
田
幼
稚
園
長
、
市
教
委
首
席
指
導
主
事
を 

経
て
、
平
成
三
十
年
度
か
ら
現
職
。 

 

コ
ラ
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な
か
に
し
サ
ン
ヨ
の  

幼
分
補
給 


